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論 文 題 目

副甲状腺ホルモンの局所的問歌投与が GBR処置部における骨形成に及ぼす影響

論文審査の要旨

本論文は,成犬に人工的骨欠損モデルを作製し,human parathyroid hormone(hPTH)の 局所的
問欺投与方法や血清値を観察して,歯科インプラント治療,特にGuided Bone Regeneration(GBR)

処置を行 う上で,よ り確実な骨増生を臨床の場において行 うための基礎的研究データを提供する
ことを目的としたものである。

方法としては,ビーグル犬の抜歯手術 3か月後に人工的骨欠損を作製 し, 6週経過後 GBR処置
を行い 2週 日で下顎骨を採取した。実験群は,hPTH10μ g/ml,0.5mlを GBR処置前に投与 (処置前

投与群),GBR処置後に投与 (処置後投与群),GBR処置前および処置後に投与 (処置前後投与群)
とし,GBR処置部に 2日 おきに 6回投与した。対照群は,実験群同様に人工的骨欠損作製と GBR
処置を行い,生理的食塩水を実験群と同量投与した。すべての実験動物は実験期間中に全身的変
化および副作用を検討するため hPTH投与開始前,屠殺前に静脈血を採取し,アルカリフォスファ
ターゼ,カルシウム, リン,intact PTHの血液生化学的検査を行つた。摘出した下顎骨は二次元

骨形態計測のためμCTで断層撮影を行い,二次元的立体構造再構築後,作製した GBR部での新生
骨量 (BV),新生骨の骨密度 (BMD),新生骨の骨塩量 (BMC)を計測した。また,組織学的検索で
は,脱灰パラフィン切片 HE染色標本の新生骨面積を画像解析ノフトウェアで測定をした。方法の

詳細は,論文内容の要旨に記載 した通りである。

その結果,血液生化学的検査は hPTH投与開始前,屠殺前で高値を示すことはなく,全身への影
響を認めなかつた。また,組織学的観察において新生骨面積計測を行つた結果では,処置前投与
群,処置前後投与群において対照群よりも有意に高値であつた。μCT二次元骨形態計測での観察で

は,GBR処置部の BVおよび BMCにおいて,対照群よりすべての実験群で有意に高値を示し,GBR
処置部の BMDは,姑照群より処置前投与群,処置前後投与群において有意に高値を示した。

以上のことより,10μgの hPTH局所的問欧投与を行 うことで GBR処置部での骨形成が促進され ,

骨の再生が良好に行われた。さらに,臨床で実際に hPTH局所的問歌投与を行 う場合,患者への負

担等を考慮するとGBR処置前投与が有効であることが示唆されたと結論づけている。

審査委員は,本論文が GBR処置部への hPTH局所的問欺投与が,歯科インプラント治療を行う部

位への骨増生処置による確実な臨床効果を提供できる可能性を基礎的研究において証明し,有効
性を示 したものと評価し,博士 (歯学)に値すると判定した。


